
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
取
り
組
み
で

令
和
７
年
度
補
助
金
予
算
の
確
保
を
勝
ち
取
ろ
う
！

要
請
先
の
「
財
務
省
」「
厚
生
労
働
省
」
職
員
が 

一
枚
一
枚
ハ
ガ
キ
を
確
認
し
て
い
ま
す

　
建
設
国
保
（
長
建
国
保
）
の

財
源
は
、
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
の

被
用
者
保
険
の
よ
う
に
、
事
業

所
か
ら
の
保
険
料
負
担
（
原
則

折
半
）
は
な
く
、
加
入
者
本
人

の
保
険
料
と
国
か
ら
の
補
助
金

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
保
組
合

へ
の
補
助
金
は
、
法
的
な
位
置

づ
け
が
弱
い
、
つ
ま
り
い
つ
廃

止
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安

定
な
も
の
で
す
。
安
定
的
で
な

い
取
り
扱
い
だ
か
ら
こ
そ
、
毎

年
の
補
助
金
確
保
の
運
動
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、
全
国

の
仲
間
一
人
ひ
と
り
が
参
加
で

き
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
建
設

国
保
が
私
た
ち
の
仕
事
と
暮
ら

し
の
実
態
に
即
し
た
ま
さ
し
く

「
命
の
綱
」
と
い
う
べ
き
保
険

だ
と
、
直
接
訴
え
る
こ
と
が
出

来
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
要
請
先
の
財
務
省
・
厚
労
省

で
は
、
私
た
ち
の
想
い
が
込

も
っ
た
要
請
ハ
ガ
キ
を
一
枚
一

枚
確
認
し
て
い
ま
す
。
要
請
す

る
内
容
が
そ
ぐ
わ
な
い
ハ
ガ
キ

に
つ
い
て
、
全
建
総
連
に
連
絡

が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
折

角
投
函
し
た
ハ
ガ
キ
も
無
駄
に

な
り
、
私
た
ち
の
熱
意
を
訴
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
せ
ん

の
で
、
記
入
の
際
に
は
、
今
一

度
注
意
事
項
や
記
入
文
例
を
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
各
支

部
よ
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◀
職
員
が
一
枚
一
枚
内
容
を
確
認

［要請ハガキの文例］［要請ハガキの文例］［要請ハガキの文例］
下記の文例を参考にしながら、

思いを込めて要請ハガキを書きあげましょう

□
□
は
、
長
崎
県
で
●
●
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
大
切
な
制

度
で
す
。

私
た
ち
の
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水

準
を
確
保
し
て
下
さ
い
。

○ハガキに自筆（ボールペン）で記入をお願いします。
○職種は具体的に記入して下さい。
○ポストに直接投函しないで下さい。
○書き損じのハガキは返却下さい。

〈□□〉の部分は、差出人と
の続柄を記入します
組合員本人が差出人であれば　私
組合員の妻が　　　〃　　　私の夫
組合員の子が　　　〃　　　私の父
組合員の親が　　　〃　　　私の子

〈●●〉の部分は、組合員の
職種を記入します
໐→大工 左官 設備工 鳶工
　　 電気工 解体工 配管工 等

×→建設業 解体業 土木業 等

例）

　厚生労働省より組合員の加入資格（職種）については「建設業に従事し
ていることを証明する公的な書類」の確認により定期的に実施することが
義務付けられています。
　（就労状況調査についてのご案内は令和 ６年 ７月中に封書にて送付して
います）
つきましては、
　①組合員就労状況調査票（送付しているオレンジ色の用紙）
　②建設業に従事していることを証明する書類
　上記 ２点について提出期限までに所属する支部窓口へ
必ずご提出をお願いします。
　皆様のご理解とご協力をお願い致します。

提出期限　　11月29日㈮まで

建設従事者である証明書類を提出しなかった場合は、厚生労働省通
達により「無資格者」とみなし、組合規約に基づき被保険者資格喪
失となります。

ご注意ください！

※証明書類等についてなど詳しくは所属支部へお問い合わせください。

就労状況調査書類提出のお願い令
和
六
年
度

長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会
　
県
と
の
意
見
交
換
会

9/4
長崎県庁

　

九
月
四
日
㈬
協
会
本
部
は

十
二
名
の
参
加
で
、
長
崎
県
庁

に
於
い
て
、
県
と
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
県
側
の
参
加
者
は
、

建
築
課
・
管
理
課
・
住
宅
課
・

営
繕
課
・
建
設
企
画
課
の
各
担

当
課
長
な
ど
十
三
名
で
、
一
時

間
三
十
分
に
渡
り
双
方
か
ら
の

提
案
事
項
に
対
す
る
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
県
側

か
ら
は
、
週
休
二
日
制
度
の
月

単
位
評
価
に
つ
い
て
の
提
案
が

あ
り
、
対
す
る
協
会
員
か
ら
は
、

通
期
制
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

を
述
べ
た
ほ
か
、
協
会
側
か
ら

も
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃

金
確
保
や
猛
暑
日
を
考
慮
し
た

工
期
設
定
、
工
期
の
平
準
化
、

資
材
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
、
七

つ
の
項
目
に
つ
い
て
見
解
を
求

め
、
各
担
当
者
か
ら
の
回
答
を

受
け
ま
し
た
。

　
中
で
も
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
、
猛
暑
日
の
工
期
設
定
に
つ

い
て
は
、
週
休
二
日
に
プ
ラ
ス

し
て
地
域
ご
と
の
熱
中
症
リ
ス

ク
の
値
を
考
慮
し
た
設
定
を
八

月
か
ら
適
用
し
て
い
る
と
い
っ

た
回
答
や
、
電
子
契
約
・
保
証

に
つ
い
て
現
在
導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
フ
リ
ー
討
議
の
中
で
、

協
会
員
か
ら
、
事
務
連
絡
の
周

知
徹
底
や
実
務
経
験
に
関
す
る

質
問
、
検
査
官
や
最
低
制
限
価

格
の
引
き
上
げ
に
対
す
る
要
望

な
ど
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

お
詫
び
と
訂
正

　

建
設
長
崎
八
月
号
五
面
記
事
「
本
部
主
婦
会
総
会
」

の
文
中
、
相
川
議
長
の
お
名
前
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
正
）
相
川
利
恵　
（
誤
）
相
川
理
恵
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ハガキ要請行動
組合員・ご家族の皆様、

ご協力をよろしくお願いします
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令
和
六
年 

各
支
部
大
会

　
建
設
長
崎
第
七
十
九
回
定
期
大
会
を
受
け
、
各
支
部
は
支

部
大
会
を
開
催
。
台
風
の
影
響
で
開
催
日
を
順
延
す
る
支
部

も
あ
り
ま
し
た
が
、
延
べ
五
二
五
名
の
参
加
の
も
と
全
支
部

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
各
支
部
、
令
和
五
年
度
の
経
過
・
決
算
報
告
及
び
新
年
度

の
運
動
方
針
・
予
算
の
提
案
、
新
役
員
の
決
定
が
行
わ
れ
、

新
年
度
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

中
央
大
浦
支
部

開
催
日	

九
月
十
七
日
㈫

※
台
風
の
影
響
に
よ
り
順
延

参
加
者	

三
十
八
名

支
部
長	

馬
渡　
鉄
洋

副
支
部
長	

古
里　
一
紀

〃

	

西
村　
忠
光

〃

	

福
田　
　
修

〃

	

中
島　
茂
貴

〃

	

寺
田　
郁
実

〃

	

木
下　
勝
也

書
記
長	

古
井　
宏
樹

市
南
支
部

開
催
日	

九
月
二
日
㈪

参
加
者	

三
十
七
名

支
部
長	

小
宮　
清
治

副
支
部
長	

山
下　
和
哉

〃

	

中
島　
善
明

〃

	

山
﨑　
昌
晴

〃

	

一
ノ
瀬　
崇

〃

	

山
下　
洋
二

書
記
長	

松
浦　
優
紀

東
長
崎
支
部

開
催
日	

九
月
三
日
㈫

参
加
者	

三
十
七
名

支
部
長	

里　
　
澄
宏

副
支
部
長	

山
村　
篤
司

〃

	

本
村
美
喜
男

〃

	

本
田　
　
勇

〃

	

帆
足　
為
夫

書
記
長	

井
関　
一
幸

佐
世
保
北
支
部

開
催
日	

九
月
十
八
日
㈬

参
加
者	

二
十
九
名

支
部
長	

福
田　
栄
治

副
支
部
長	

柚
元　
美
則

〃

	

吉
元　
隆
一

〃

	

松
山　
新
二

〃

	

中
村　
忠
男

書
記
長	

江
頭　
孝
一

佐
世
保
東
支
部

開
催
日	

九
月
十
八
日
㈬

※
台
風
の
影
響
に
よ
り
順
延

参
加
者	

三
十
一
名

支
部
長	

長
島　
則
行

副
支
部
長	

迎　
　
　
稔

〃

	

大
庭　
真
八

〃

	

鴨
川　
浩
樹

〃

	

茅
原　
喜
人

担　
　
当	

大
庭　
央
大

佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日	

九
月
十
七
日
㈫

※
台
風
の
影
響
に
よ
り
順
延

参
加
者	

二
十
五
名

支
部
長	

本
田　
英
樹

副
支
部
長	

大
島　
𠮷
博

〃

	

松
本　
浩
治

〃

	

梅
里
登
志
夫

書
記
長	

松
園　
俊
輔

平
戸
支
部

開
催
日	

九
月
九
日
㈪

参
加
者	

三
十
七
名

支
部
長	

岡
田　
　
眞

副
支
部
長	

原
田　
仁
志

〃

	

久
保　
満
路

〃

	

廣
田　
信
治

担　
　
当	

松
本　
純
一

北
松
支
部

開
催
日	

九
月
十
日
㈫

参
加
者	

三
十
六
名

支
部
長	

福
田　
敏
幸

副
支
部
長	

坂
中　
善
男

〃

	

近
藤　
力
也

〃

	

田
中　
祐
二

書
記
長	

江
頭　
孝
一

浦
上
東
支
部

開
催
日	
九
月
二
日
㈪

参
加
者	
三
十
四
名

支
部
長	

田
﨑　
順
一

副
支
部
長	

野
口　
耕
平

〃

	

松
田　
隆
人

〃

	

深
井　
伸
也

書
記
長	

大
賀　
修
司

書
記
長
補
佐	

髙
西
航
太
郎

西
彼
支
部

開
催
日	

九
月
九
日
㈪

参
加
者	

四
十
九
名

支
部
長	

岩
崎
喜
三
郎

副
支
部
長	

脇
川　
雅
隆

〃

	

中
尾　
　
豊

〃

	

山
中　
　
茂

〃

	

尾
﨑　
光
生

〃

	

徳
永　
八
郎

担　
　
当	

竹
下　
祐
太

大
村
支
部

開
催
日	

九
月
十
日
㈫

参
加
者	

四
十
八
名

支
部
長	

一
瀬　
純
男

副
支
部
長	

金
子　
芳
雄

〃

	

緒
方　
末
広

〃

	

金
水　
　
誠

〃

	

伊
藤　
光
廣

〃

	

髙
取　
征
治

担　
　
当	

俣
野　
　
敦

島
原
支
部

開
催
日	

八
月
二
十
八
日
㈬

参
加
者	

三
十
名

支
部
長	

城　
　
祐
輔

副
支
部
長	

松
田　
年
市

〃
	

川
田　
照
重

〃
	

木
之
田
亮
二

〃

	
小
嶺　
栄
助

担　
　
当	

山
本
祐
一
郎

浦
上
西
支
部

開
催
日	

九
月
四
日
㈬

参
加
者	

四
十
五
名

支
部
長	

佐
藤　
昭
彦

副
支
部
長	

村
岡　
広
明

〃

	

下
川　
孝
貴

〃

	

木
下　
広
次

〃

	

吉
村　
大
介

〃

	

川
瀬　
　
彰

書
記
長	

森　
　
一
公

諫
早
支
部

開
催
日	

九
月
三
日
㈫

※
台
風
の
影
響
に
よ
り
順
延

参
加
者	

四
十
九
名

支
部
長	

山
崎　
貞
博

副
支
部
長	

後
田　
博
幸

〃

	

藤
原　
保
弘

〃

	

林　
　
　
崇

〃

	

村
上　
昌
也

〃

	

井
上　
住
廣

〃

	

辻　
　
啓
人

書
記
長	

池
田　
　
剛
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西彼支部

長
与
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

�
幅
広
く
研
ぎ
あ
げ
、
総
数
一
四
二
本

　
長
与
連
合
分
会
で
は
、
九
月

八
日
㈰
に
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
長

与
支
店
で
、
毎
年
の
恒
例
行
事

で
あ
る
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
朝
夕
は
涼
し
く
な
り
始
め
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し

い
中
で
の
包
丁
研
ぎ
。
準
備
の

テ
ン
ト
立
て
か
ら
、
額
に
は
汗

が
吹
き
出
し
ま
す
。

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
砥
石
を
乗
せ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
忘
れ

て
し
ま
う
う
っ
か
り
に
も
寛
容

な
参
加
者
の
皆
様
。
漢
っ
ぷ
り

に
目
か
ら
汗
の
よ
う
な
も
の
が

滲
み
ま
す
。

　
今
年
も
包
丁
か
ら
ナ
タ
、
鎌
、

ハ
サ
ミ
、
名
称
不
明
の
ご
つ
い

裁
断
機
の
よ
う
な
何
か
ま
で
幅

広
く
砥
ぎ
あ
げ
、
そ
の
数
は

一
四
二
本
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

準
備
か
ら
打
ち
上
げ
ま
で
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

西彼支部

時
津
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

�

太
陽
燦
々
、
お
は
よ
う
さ
ん

　
時
津
連
合
分
会
で
は
、
九
月

一
日
㈰
に
支
部
事
務
所
で
、
恒

例
の
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
台
風
十
号
「
サ
ン
サ
ン
」
が

事
前
の
予
測
よ
り
被
害
も
少
な

く
済
み
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て

迎
え
た
日
曜
日
。

　
「
サ
ン
サ
ン
」
が
雲
を
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
な
の

か
、
燦
々
と
降
り
注
ぐ
太
陽
光

が
、
包
丁
を
研
ぐ
に
は
い
さ
さ

か
強
す
ぎ
る
環
境
に
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
で
日
陰
を
作
り
い
ざ
砥

ぎ
始
め
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
徐
々
に
受

付
に
見
え
ら
れ
、
今
年
は
ナ
タ

や
鎌
な
ど
も
含
め
て
計
八
十
五

本
を
砥
ぎ
あ
げ
、
近
隣
住
民
、

地
元
へ
の
恩
返
し
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
昨
年
よ
り
も
多
く
の

組
合
員
さ
ん
が
参
加
協
力
し
て

く
れ
、
包
丁
不
足
に
陥
っ
た
時

間
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

分
、
世
間
話
に
も
大
い
に
花
が

咲
き
、
懇
親
を
深
め
る
時
間
も

と
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
暑
い
中
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

中央大浦
支部

日
見
分
会
住
宅
デ
ー

�

地
域
の
方
の
喜
ぶ
顔
で
報
わ
れ
る

　
中
央
大
浦
支
部
、
日
見
分
会

で
は
九
月
八
日
㈰
芒
塚
公
民
館

を
お
借
り
し
て
住
宅
デ
ー
を
開

催
。

　
事
前
に
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て

新
聞
折
込
で
会
場
周
辺
の
皆
様

へ
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
思
っ
た
よ
り
も
お
客
さ
ん

の
反
応
が
鈍
く
、
初
め
は
来
場

者
が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
そ

の
内
徐
々
に
近
所
の
方
が
会
場

に
訪
れ
て
き
ま
し
た
。

　
受
付
を
主
婦
会
の
皆
さ
ん
が

お
こ
な
い
、
受
付
た
包
丁
と
ま

な
板
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
組

合
員
さ
ん
へ
渡
さ
れ
、
待
ち
構

え
て
い
た
組
合
員
さ
ん
の
手
に

よ
っ
て
、
錆
だ
ら
け
の
包
丁
も
、

キ
ズ
だ
ら
け
の
ま
な
板
も
新
品

の
よ
う
に
き
れ
い
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
例
年
に
比
べ
る
と
受
付
た
件

数
は
若
干
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
き
れ
い
に
仕
上
が
っ
た

包
丁
や
ま
な
板
を
見
て
と
て
も

喜
ん
で
い
る
地
域
の
方
の
姿
を

目
に
す
る
と
、
暑
い
中
頑
張
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
回
初
め
て
住
宅
デ
ー

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
他
の
皆

さ
ん
は
毎
年
参
加
し
て
慣
れ
て

い
る
よ
う
で
受
付
か
ら
作
業
、

お
渡
し
ま
で
役
割
分
担
し
て
、

非
常
に
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
で
手

際
が
い
い
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
暑
い
中
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

	

（
福
島
大
志
）

〈
参
加
者
〉	

敬
称
略
・
順
不
同

大
町　
　
誠	

吉
田　
　
一

西
村　
忠
光	

石
橋　
廣
喜

田
森　
　
勝	

林　
　
次
夫

福
島　
大
志	

馬
渡　
鉄
洋

福
田　
　
修	

中
島　
茂
貴

木
下　
勝
也	

坂
口　
忠
義

内
野　
幸
雄	

山
下　
廣
造

馬
場　
秀
行	
樋
口
須
磨
子

石
橋　
秋
代	
吉
田
ひ
と
み

馬
場
ヒ
ロ
子	

田
森
ス
ミ
子

佐
藤
委
員
長	

若
杉
書
記
次
長

〈
参
加
者
〉�

敬
称
略
・
順
不
同

岩
崎
喜
三
郎	

菅
高　
秀
明

中
尾　
　
豊	

山
口　
俊
一

井
手　
　
保	

田
口　
繁
美

尾
﨑　
光
生	

森　
　
康
幸

脇
川　
雅
隆	

中
本　
和
秀

砂
川
健
二
郎	

林
田　
浩
治

髙
木
栄
八
郎	

宮
城　
　
忍

植
田　
秀
之	

毎
熊　
明
夫

川
久
保
博
幸	

溝
上　
智
志

濱
本　
勝
之	

濱
本　
久
枝

嶋
本　
清
孝	

森　
　
佳
美

佐
藤
委
員
長	

中
本
瑠
蘭
華

〈
参
加
者
〉�

敬
称
略
・
順
不
同

岩
崎
喜
三
郎	

山
口　
政
好

中
尾　
　
豊	

林　
　
文
則

井
手　
　
保	

佐
舗　
　
洋

尾
﨑　
光
生	

中
山　
淳
一

脇
川　
雅
隆	

迫　
　
貴
幸

溝
上　
智
志	

本
村　
繁
人

毎
熊　
明
夫	

川
久
保
博
幸

宮
城　
　
忍	

向
井　
文
康

中
村　
健
一	
嶋
本　
清
孝

岩
永　
亀
雄	
尾
﨑　
秀
子

佐
藤
委
員
長	

若
杉
書
記
次
長

浦上西・
東支部

饅
頭
つ
く
り

と
て
も
美
味
し
く
お
腹
も
満
足

　
今
回
の
饅
頭
作
り
は
、
飛
び

入
り
参
加
の
松
本
さ
ん
（
男

性
）
を
含
め
て
総
勢
七
名
で
行

い
ま
し
た
。

　
松
本
さ
ん
は
何
年
か
前
、
藁

草
履
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
方

で
す
が
、
何
し
ろ
何
で
も
で
き

る
人
で
、
初
め
て
な
の
に
ま
る

で
何
回
も
作
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
の
よ
う
に
、
段
取
り
よ
く
、

一
回
教
え
た
ら
サ
ー
っ
と
作
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
男

の
人
っ
て
…
御
見
そ
れ
い
た
し

ま
し
た
。

　
是
非
、
次
回
も
ご
参
加
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
九
時
か
ら
始
め
た
今
回
の
饅

頭
作
り
、
完
成
し
た
の
が
お
昼

過
ぎ
で
し
た
の
で
、
少
し
遅
め

の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

で
出
来
立
て
の
饅
頭
を
ほ
お
ば

り
出
来
栄
え
に
満
足
、
久
し
ぶ

り
で
と
て
も
美
味
し
く
お
腹
も

満
足
い
た
し
ま
し
た
。

	（
浦
上
西
支
部　
山
形
マ
ス
子
）

　
九
月
二
十
一
日
㈯
～
二
十
二

日
㈰
の
二
日
間
、
大
村
支
部
で

は
総
勢
三
十
名
の
参
加
で
六
年

ぶ
り
、
そ
し
て
十
回
目
と
な
る

旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

佐
賀
・
唐
津
、
長
崎
・
平
戸
と

近
場
で
の
旅
程
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
各

乗
車
場
所
で
乗
っ
て
も
ら
い
、

バ
ス
の
後
席
が
サ
ロ
ン
タ
イ
プ

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
呑
ま
れ

る
方
は
早
速
後
席
に
座
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
全
員
乗
車
後
、
一

瀬
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
、
ガ
イ
ド
、
添
乗
員
の
紹

介
ま
で
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
乾

杯
で
出
発
で
す
。
最
初
は
、
佐

賀
武
雄
神
社
の
大
楠
へ
向
か
い

ま
し
た
。
到
着
す
る
頃
は
雨
予

報
も
跳
ね
除
け
晴
れ
間
も
見
え

て
き
て
、
大
楠
が
私
た
ち
を
出

迎
え
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。
少
し
、
坂
道

が
続
き
汗
ば
み
な
が
ら
登
っ
た

先
に
、
樹
齢
三
千
年
の
大
き
く
、

見
上
げ
て
の
け
反
る
程
の
立
派

な
姿
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昼
食
の
佐
賀
牛
を
堪
能

し
、
次
の
旧
唐
津
銀
行
本
店
へ

向
か
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

一
億
円
の
札
束
の
レ
プ
リ
カ
が

あ
り
、
実
際
の
重
さ
と
同
じ
で

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
約

十
㎏
で
皆
に
や
に
や
し
な
が
ら

持
っ
て
い
た
所
が
印
象
的
で
し

た
。
建
物
は
煉
瓦
造
り
に
な
っ

て
い
て
、
築
百
年
の
趣
が
あ
り

ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ

所
で
「
忘
れ
た
！
」
と
大
き
な

声
が
聞
こ
え
る
と
、
そ
れ
に
対

し
て
「
一
億
円
や
ろ
⁉
」
と

ツ
ッ
コ
ミ
が
あ
り
、
一
同
笑
い

が
起
き
て
い
ま
し
た
。
実
際
は

バ
ッ
グ
で
し
た
が
、
無
事
に
見

つ
か
り
、
一
安
心
。

　
唐
津
く
ん
ち
で
使
用
さ
れ
る

曳
山
の
展
示
場
を
見
学
し
、
松

浦
一
酒
造
へ
、
こ
こ
で
は
昭
和

二
十
八
年
に
屋
根
工
事
中
に

「
河
伯
」
と
書
か
れ
た
箱
が
見

つ
か
り
、
後
に
「
か
っ
ぱ
」
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
こ
ん
に
ち

ま
で
「
水
の
お
守
り
様
」
と
し

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ミ

イ
ラ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
使
用

さ
れ
て
い
た
酒
つ
く
り
の
道
具

や
農
耕
具
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、

「
昔
こ
れ
使
い
よ
っ
た
！
」「
こ

れ
知
っ
と
る
！
」
と
懐
か
し
ん

で
話
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
メ
イ
ン
の
試
飲
も
で
き
、

満
足
し
て
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

今
日
の
お
宿
平
戸
の
「
旗
松

亭
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
到
着

し
て
、
皆
さ
ん
が
ロ
ビ
ー
に

入
っ
た
時
に
大
粒
の
雨
が
滝
の

よ
う
に
降
っ
て
き
た
時
に
、
本

当
に
一
日
運
が
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　
少
し
、
各
部
屋
で
ゆ
っ
く
り

さ
れ
た
後
は
、
旅
行
会
の
お
楽

し
み
「
大
宴
会
」
で
す
。
皆
さ

ん
が
ベ
ロ
ベ
ロ
に
な
る
前
に
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
て
、
今
年

度
か
ら
副
執
行
委
員
長
に
就
任

さ
れ
た
、
中
尾
副
委
員
長
の
ご

発
声
で
乾
杯
、

宴
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

抽
選
会
、
カ

ラ
オ
ケ
と
皆

さ
ん
盛
り
上

が
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し

た
。
二
時
間

あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し

か
っ
た
時
間

は
あ
っ
と
い

う
間
で
、
金

子
副
支
部
長

の
一
丁
締
め

で
終
了
し
ま

し
た
。

　
二
日
目
は
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
雨

が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
日

夜
の
土
砂
降
り
ま
で
は
降
っ
て

お
ら
ず
、
本
当
に
運
が
良
い
と

感
じ
ま
し
た
。
平
戸
市
内
散
策

で
し
た
が
、
少
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
変
更
が
あ
り
、
平
戸
大
橋
手

前
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
平
戸

瀬
戸
市
場
へ
、
こ
こ
に
は
平
戸

で
と
れ
る
海
産
物
・
農
産
物
が

あ
り
、
皆
さ
ん
海
産
物
を
お
土

産
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

時
の
為
に
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
持
参
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
く
ら
い
で
す
。
次
に

向
か
っ
た
の
は
、
当
初
予
定
に

は
な
か
っ
た
「
田
平
天
主
堂
」

へ
。
こ
ち
ら
は
煉
瓦
造
り
の
歴

史
あ
る
建
造
物
に
な
り
ま
す
。

見
学
後
、
弓
張
の
丘
ホ
テ
ル
に

て
昼
食
を
と
り
、
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。
こ
の
二
日
間
天
候
に

恵
ま
れ
、
皆
さ
ん
怪
我
、
病
気

な
く
無
事
に
旅
行
が
で
き
ま
し

た
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

大村支部

旅
行
会

六
年
ぶ
り
十
回
目
の
旅
行

佐賀武雄神社の大楠

平戸大橋をバックに記念撮影

支
部
だ
よ
り

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２4年（令和６年）10月１５日発行第 ７１２ 号　（１９７4年５月３０日　第３種郵便物認可）�3



Q 1 	 　保険証の交付はいつから廃止されますか？

A 1　　　保険証の交付は、令和 6年12月 2日に廃止され、同日以降
新たに保険証の発行はできなくなります。

Q 2 	 　12月 2日以降保険証が交付されなくなった後、医療機関を
受診するには、どうすればいいですか？

A 2 	 　お手元にある保険証（12月 1日以前交付分）は令和 7年 7
月31日まで利用できますので、これまでどおり保険証にて医
療機関等を受診できます。
　また、マイナ保険証（保険証利用登録がされたマイナンバー
カード）でも保険証と同じように受診できます。

Q 3 	 　12月 2日以降に保険証を紛失した場合に保険証は発行され
ますか？

A 3 	 　12月 2日以降は保険証が交付されませんので、医療機関を
受診する際は、マイナ保険証にて受診することになります。

Q 4 	 　医療機関等を受診するときに、マイナ保険証（利用者登録を
していない、マイナンバーカードを利用したくない、または所
持していない等）がない場合は、どうすればいいですか？

A 4 	 　保険者から発行される「資格確認書」にて医療機関等を受診
できます。
※	資格確認書とは、マイナンバーカードによるオンライン資格確
認を受けることができない方に対して交付される書類です。
（現行の保険証と同様、資格情報<氏名、生年月日等>が記
載されています。）

Q 5 	 　12月 2日以降は保険証の交付がなくなるので、各種手続き
（住所変更、　被保険者の取得、喪失等）はしなくていいのです
か？

A 5 	 　これまでどおり、資格情報に変更があった場合には、手続き
は各支部窓口で必要となります。
　手続きにより、オンライン資格確認や資格確認書の資格情報
が更新されます。

マイナ保険証　Q＆A

国

保

だ

よ

り

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※規定料金は告知なく変更される場合がございます。正確な料金は各温泉施設までお問合せ下さい。

2024.10.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金
メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉	
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38	

095-862-5555

i＋Land	nagasaki	
	

（旧）やすらぎ伊王島
大人

ホテル側
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町1丁目3277-7	
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1	
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 － ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284	
095-856-2631

ゆりの温泉 大人
発券機に「950円」、「650円」
ボタンがあります。	

メンバーズカードの提示が
必要です。

1,090円 ▲140円 － 950円 西彼杵郡長与町高田郷2289-2	
095-856-2617

1,090円 ▲140円 ▲300円 650円 西彼杵郡長与町高田郷2289-2	
095-856-2617

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ	
おおむら　ゆの華 大人 　

　
　
　 820円

▲120円
【メンバーズカード
有無に関わらず】

▲300円 400円 大村市森園町663-3	
0957-50-1126

青雲荘 大人 　 　 880円 － ▲300円 580円 雲仙市小浜町雲仙500-1	
0957-73-3273

小地獄温泉館 大人 　 　 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上）	
［ 7：30～16：30］　 　 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10	
0957-74-3141

大人	
［16：30～21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ	
（保険証・運転免許証をご提示ください）	
大人（60歳以上）［ 7：30～21：30］

209円 差額は返金されません。 0円

いいもり月の丘 大人 　 　 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地	
0957-28-4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272	
0956-82-2661

川棚大崎温泉	
しおさいの湯 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237	

0956-82-6868
ザ・パラダイス

ガーデンサセボ（※１） 大人 　 　 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12	
0956-39-4800

ホテルローレライ	
ばってんの湯（※１） 大人 　 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449	

0956-59-3939

はさみ温泉	
湯治楼

大人 平日 800円 － ▲300円 500円 東彼杵郡波佐見町長野郷558-3	
0956-76-9008

大人 　 土・日・祝 850円 － ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 　 　 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2	
0956-66-2617

平戸たびら温泉	
サムソンホテル 大人 　 　 1,000円 － ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6	

0950-57-1110
（※１）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」
を実施しています。ぜひご利用下さい。

■利用料金の割引
　指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用
できます。

■利用料金の補助
　（小人料金には、割引はありません。）
　補助券により、割引料金より更に安い料金で利用
できます。
　規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
　割引後の料金－補助券（３００円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間２０枚）
　組合のみ加入（年間 ６枚）
※支部事務所で申し込んで下さい。（要：印鑑）
※詳細については各支部事務所へお問い合わせ下さ
い。

■指定温泉施設の入浴料割引　
� 及び補助制度■

補助券

メンバーズカ
ード

■■下記の医療機関で人間ドックを受診頂けます。身体の状態をチェックしてみませんか？！■■

人間ドック実施医療機関
お申込は組合窓口でお手続きとなります。（ご持参頂く物　人間ドック自己負担金・保険証）
医療機関によっては、今年度中のお申込定員を上回った場合、ご予約頂けない場合がございますので、お早めにお申込下さい

（注）佐世保中央病院は、お申込定員に達した為、今年度ご予約いただけません。
日帰り 問診・身長・体重・BMI・聴力・視力・採血・血圧・尿検査・検便・心電図・胸部レントゲン・胃検査

日帰り
自己負担額

自己負担額　7,000円（※オプションを追加する場合のみ、別途検査料金が必要となります）
自己負担額（7,000円）に乳がん・子宮がん検査料金も含まれます。

一泊二日 問診・身長・体重・BMI・聴力・視力・採血・血圧・尿検査・検便・心電図・胸部レントゲン・胃検査
（ ２日目）糖負荷（血糖値検査）※ １、大腸内視鏡検査をご希望の方は、 ２日目の朝から検査となります。

一泊二日
自己負担額

自己負担額　18,000円（※オプションを追加する場合のみ、別途検査料金が必要となります）
自己負担額（１8,000円）に乳がん・子宮がん検査料金も含まれます。

※ １
一泊二日

大腸内視鏡検査
自己負担額

日赤原爆諫早病院

大腸内視鏡検査・ピロリ菌検査・
腫瘍マーカー（膵・胆嚢がん）

男性 自己負担額
１8,000円

大腸内視鏡検査・ピロリ菌検査・
腫瘍マーカー（膵・胆嚢がん）

＋１9,470円

合計金額
（組合でお支払い金額）

37,470円

女性 自己負担額
１8,000円

大腸内視鏡検査・ピロリ菌検査・
腫瘍マーカー（膵・胆嚢がん）

＋２0,１30円

合計金額
（組合でお支払い金額）

38,130円

実施医療機関名 受診対象
（性別）

日帰り
コース

一泊二日
コース

大腸内視鏡検査
一泊二日コース
※ １．別途、自己負担必要

婦人科検診

医療機関の所在地 電話番号

糖負荷 大腸検査 乳がん 子宮
頸がん

ながさき内科
リウマチ科病院 男性のみ ● ● ● × × × 〒850-083２

長崎市油屋町 １ -２１ 095-8２２-3１5１

さとう内科医院 男性
女性 ● ● ● × × × 〒85２-80２２

長崎市富士見町 3 -２5 095-86１-１477

虹が丘病院 男性
女性 ● ● ● × ※ ２● × 〒85２-8055

長崎市虹が丘町 １ - １ 095-856-１305

長崎原爆病院 男性
女性 ● × × × ● ● 〒85２-85１１

長崎市茂里町 3 -１5 095-84１-96１２

福田ゆたか
外科医院

男性
女性 ● × × × ● ※ 3●

外部委託
〒85２-8１07
長崎市浜口町 3 - 5 095-843-770１

長崎北徳洲会病院 男性
女性 ● × × × ● ※ 3●

外部委託
〒85１-２１3１
西彼杵郡長与町北陽台 １丁目 5番 １号 095-8１3-5800

日赤原爆諫早病院 男性
女性 ● ● ● ※ １●

別途、自己負担 ● ● 〒859-040１
諫早市多良見町化屋986- ２ 0957-２7-２１２7

大村市民病院 男性
女性 ● × × × ● ● 〒856-08１7

大村市古賀島町１33-２２ 0957-5２-２１63

久保内科病院 男性
女性 ● ● ● × × × 〒857-0１36

佐世保市田原町１１- 9 0956-49-3377

平戸市民病院 男性
女性 ● × × × ● × 〒859-5363

平戸市草積町１１２5-１２ 0950-２8-１１１3

五島中央病院 男性
女性 ● × × × ● ● 〒853-003１

五島市吉久木町２05 0959-7２-3１8１

※ １ 　大腸内視鏡検査をご希望の場合、別途追加料金が必要となりますので、ご注意下さい。
※ ２　エコーのみとなります。
※ 3　子宮頸がん検査が外部委託の医療機関です。
　　　福田ゆたか外科医院（松山町　杉田レディースクリニック）長崎北徳洲会病院（時津町　長崎百合野病院）で子宮頸がん検査とな

ります。
（注）　乳がん検査をご希望の方（乳腺エコー・触診検査）が男性技師の場合がございます。
　　　なお、男性技師・女性技師の選択はできませんので、予めご了承ください。
　　　乳がん・子宮がん検査がご不要の場合、組合窓口でお申込いただく際、お申し出ください。
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